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                              田森自治振興区フェイスブック  QR コード 

田森地区 総人口６３３人(-２) 世帯数２９６世帯（-１）（令和3年7月末現在） 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援事業 

田森自治振興区は 
  

～ママにも子どもにもお友達ができました～ 

田森自治振興区では、今年度新たに子育

て支援事業のひとつとして、田森地域内外

で未就学児のお子さんをお持ちのお母さ

んや、お子さんが保育所へ通所しているお

母さん達の子育てを全力で支援するため、

子育て中のママ達が集まり、育児に関する

疑問や不安、情報などを共有することで、

楽しく交流することを第一に活動を進め

ていきたいと考えています。 

家で閉じこも

り孤独になり

がちです。 

みんなで楽しく

サークル活動を

してみたい！ 

今さらだけど、こ

んな事相談して

もいいですか？ 

 まずはオープニング。第 1 回目をつぎの

とおり開催します。お子さんと一緒にご参

加いただき、親子で楽しい時間を過ごすと

ともに「ママ同士の交流」、友達づくりをは

じめませんか！皆さんのご参加をお待ち

しています。 

 

日時 令和 3 年９月３日（金） 

   午前 10 時～午前 11 時 30 分 
内容 交流会、絵本の読み聞かせ他 

場所 田森自治振興センター 

   庄原市東城町粟田 1715 番地 1 

電話 08477-2-0661 

 

 参加を希望する方やお問い合わせにつ

いては、電話又は田森自治振興区の SNS

をご利用ください。 

mailto:tamori@vesta.ocn.ne.jp


 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振興区では現在、定住促進を図るため振興

区だより、イベント情報、定住支援に関する

情報などを定期的にお届けする「田森お便り

ネット定期便」という活動を行なっています。

今年初めからは、書簡で返信してもらい情報

を交換するなど双方向での交流に発展してい

ます。 

今はふるさとを離れていても、田森を身近

に感じて欲しい、いつか田森に戻って来て欲

しい、という願いを込めて 2 ヶ月に 1 度、お

届けしています。 

今後は、郷土出身者に限らず幅広く全国に

輪を広げていきたいと考えています。 

新たに「田森お便りネット定期便」をお届

けする方を募っています。友人・知人をはじ

め広くぜひご紹介ください。ご連絡をお待ち

しています。 

【定住促進事業】 

【粟田小学校支援プログラム】 

子ども達は、ボランティアの皆さんによる

月 2回の読み聞かせを楽しみにしています。

ぜひ一緒に読み聞かせのボランティアをし

ませんか！ 

読み聞かせをしていただける方や興味の

ある方は、田森自治振興センター（℡2-0661）

にご連絡ください。 
 

 

 
日 時 毎月 第 1、第 3 水曜日  

午前 8時 25分～40分 
 （都合により曜日が変更する場合があります。） 

場 所 粟田小学校 各教室 

～子どもたちの読書習慣を支援～ 

「伊瀬の朝」 

写真提供：毛利元眞 様 

粟田小学校支援プログラムでは、子ども達

に本の楽しさや魅力を伝えるとともに、本と

出合うことで考える力を育む契機になるこ

とを願っています。 

幼児や小学生への読み聞かせは、脳の活性

や心の発達、ことばの発達などに効果を発揮

するといわれているほか、中学生に読み聞か

せを行うと、情緒が安定するなどの効果があ

るといわれています。 

 

地域マネージャー 難波純子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 24 回田森ふれあい祭りの中止 
 

毎年 11 月に地域の祭典として振興区、粟田小学校、田森保育所が共同開催している田森ふ 

れあい祭りについては、現下の情勢から中止せざるを得ないとの判断に至りました。 

 新型コロナウイルスの感染防止を図り、地域の皆さんや子ども達の命を守るため、やむを 

得ない措置と考えています。誠に残念ですが、ご理解をいただきますようお願いいたします。 
 

 

第 48 回東城地区総合体育大会の中止 
 

庄原市スポーツ協会東城支部では、10 月開催を予定していました「第 48 回東城地区総合

体育大会」を新型コロナウイルスの感染防止を図るため、中止することとなりました。 

大会に向けて日々練習に励み、参加を楽しみにされていた皆様には、ご迷惑をおかけしま

すが、ご理解をいただきますようお願いいたします。 
 
 

【スポーツ協会田森地区・体育部】 
 

【生涯学習部】 

 自治振興区では、今年度計画している事業について、関係

各機関や自治会長、各専門部会と協議した結果、いまの時

点で次のように中止を決定しましたのでお知らせします。 

【女性部】 

女性部では毎年、75歳以上で一人暮らしの

方に、手作り弁当をお届けしていましたが、

今年は、新型コロナウイルスの感染防止を図

ることから、お盆前でもあり弁当に代えて「か

しわ餅」と「ホウレン草入り蒸しパン」を贈

ることになりました。 

8 月 6 日(金)早朝から女性部員さんが集ま

り、手際よく作業された後、分かれて各地区

の 75 歳以上の一人暮らしのお宅へお届けに

上がりました。 
 

 

一年ぶりのお届け物を心待ちにしておられ

た高齢者の方に、玄関先でお出迎えをうけ「楽

しみに待っていたよ。」と大変喜んでいただき

ました。 

一人暮らしの高齢者の方が、安心して田森

地域で暮らすことができるよう、信頼の絆を

大切にし、引き続き地域の皆さんと共に、一

人暮らしの方や高齢者の方を見守っていきた

いと思います。 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～しっかり考える日にしよう「防災の日」～ 

防災の日は、台風、豪雨、地震等の災害

についての認識を深めるとともに、これに

対する備えを充実強化することにより、災

害の未然防止と被害の軽減するため、「防

災の日」及び、「防災週間」が設けられて

います。 
 

これからの行事予定・施設等 
 

8/ 20（金）行政文書発送 

 20（金）移動販売車 11：00～ （振興センター） 

21（土）子ども神楽塾 19：00～（振興センター・大研修室） 

23（月）デイホーム再彩会 （竹森集会所） 移動販売車 14：30～ 

24（火）移動システム共同研究会議 19：00～（振興センター・和室） 

25（水）生花教室 20：00～（振興センター・小研修室） 

27（金）田森保育所 かかしつくり 9：00～（振興センター・大研修室） 

31（火）粟田小学校 二学期始業式 

31（火）田森子ども安全見守り隊 活動再開 

31（火）田森保育所 避難訓練 （振興センター・和室） 

9/ 6（月）田森地区民生委員 9：30～（振興センター・和室） 

8（水）デイホーム再彩会 （竹森集会所）移動販売車 14：30～ 

9（木）移動販売車 11：00～（田森自治振興センター） 

  11（土）そば打ち塾 9：00～(振興センター・小研修室・調理室・和室) 

11（土）移動販売車 内名サロン 11：30～（内名集会所） 

11（土）子ども神楽塾 19：00～（振興センター・大研修室） 

16（木）デイホームなごみ （南区 ひなの宿） 移動販売車 14：30～ 

21（火）デイホームあさくら （振興センター） 移動販売車 14：30～ 
  

◎毎週月曜日 「田森子ども安全見守り隊」登校時 

◎毎週木曜日 「未来塾」 15：30～17：30 (振興センター・小研修室) 
 ◎毎週木曜日 森林の匠塾 木工工作部活動日 ～皆さんも一緒に活動しましょう！～ 

 時間：午前 9時～午後 4時 場所：（旧）ＪＡ田森出張所 
 

※移動販売車は、人が集まる場所での販売が可能です。ご近所で申し合わせ、 

早めにお知らせください。日程の調整がつき次第お伺いします。 

もちろん、災害に対しては、常日ごろか 

らの準備が必要ですが、災害の発生を未然 

に防ぐためには、どうすればよいかという 

ことを、この機会に災害に対する備えをご 

家庭で考え話し合われてはいかがですか。 
 


